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1 はじめに  
去年の新聞に次のようなコラムが載った。  
「世界標準ほ米国標準？」   






である。   
十進法や六十進法など今日世界標準となっているものの多くは発祥国の経済・軍事力を  
背景に周辺に広がり、その不合理さと関係なく世界基準として定着していった。   
新保守主義的改革で経済成長を取り戻したアメリカは、いま通信技術から金融秩序に至  
るまで、あらゆる分野で自分たちの慣行を世界基準として押し付けようとしているように  




－46－   










2 「グローバル・スタンダード」という言葉の発生とその背景   
「グローバル・スタンダード」という言葉ほいつ発生したのだろうか。その背景ととも  































































































－49－   
本において貯蓄超過をもたらし、マクロとして反映された結果であると分析している。ま  
た、法人税率が日本より相対的に低いアメリカで、日本企業が同じ条件で納税した場合の  






すぎず、計算規定や評価の方法など各国の会計制度との整合性をめぐって問題が多い。   
ともあれ、これら社会制度の調和、統一の必要性を求める動きが「グローバル化」とい  
う流れの中でひとつの概念となり、それがリヨン・サミットの後に「グローバル▲スタン  























ー50－   
ゆうだ。親桔ほふつうJIS（日本工業規格）のような規格体系によって管理されている。  
国際的にはISO（国際標準化穂積）が親椿を定めている。最近では、品質管理などで特  















れている。   
「標準化されたもの」という意味で、もっと広く「スタンダード」をとらえることはで  






































































・共同体内で発祥に関係なく中性化する   
およそ、人間が共同体内で社会生活を営む上で「スタンダード」は必要不可欠なもので  




かを明確にし、区別して考えることが重要ではないだろうか。   
では、そもそもどのようにして「スタンダード」は決まるのだろうか。  





















































て対応しているとのことである。   
ほかにもいくつか事例を挙げてみよう。   
時計はなぜ右回りなのだろうか。その理由ほ日時計にあるといわれる。北半球では日時  
計を中心に影が右回りになる。始めに時計を作った人がそれを模して右回りにしたそうで  





たものだからである。   
青木・奥野（1996）でほ、ゲーム理論で「制度」（ここでは「スタンダード」と言い換え  
たいが）が決まる過程が説明されている。つまり、ゲーム的状況において「制度」が選択  








左側  右側  
1，1   0，0   







































るかがポイントだといえよう。   
また、この章で「スタンダード」が決まる過程を「スタンダード」の内容が決まる過程  




















して決めているのかを知ることも重要ではないだろうか。   
ここまでで検討したことを踏まえ、最後に「グローバル・スタンダード」の意味につい  
て考えてみる。  
5 「グローバル・スタンダード」の意味   
これまで「スタンダード」についていろいろ考えてきたが、それが「グローバル」であ  






























































（1997年12月22日付 毎日新聞）  
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